










































































































































をB，実験 2で元の温度まで冷却した金属棒の長さを C，実験 3で冷凍庫に入れて冷却
した金属棒の長さをDとする。質問内容は表 1で定めた金属棒の長さを比較する内容
である。Aと Bの比較を問 1，Bと Cの比較を問 2，Aと Cの比較を問 3，AとDの
比較を問 4とする。
表 1　調査用紙の実験の手順
実験の手順 金属棒 説 明
実験前 A 室温での金属棒の長さ
実験 1 B 金属棒 A をガスバーナーで加熱した後の長さ
実験 2 C 金属棒 B を水で元の温度まで冷却した後の長さ































小学生 97%，中学生 100%，高校生 89%，大学生 81%であった（表 2）。
問 4で金属を冷却すると「収縮する」と考えていた割合は小学生 58%，中学生 89%，
高校生 52%，大学生 35%であった（表 2）。
表 2　アンケートの正答率
問 1：「金属は加熱すると膨張する」の正答率 問 4：「金属は冷却すると収縮する」の正答率
小学生  97% 58%
中学生 100% 89%
高校生  89% 52%
大学生  81% 35%






















































実験 1：室温時の金属球が 2つの環に通るか。 ○ ×
実験 2：加熱した金属球が 2つの環に通るか。 × ×






































実験 1：室温時  24.8℃ 23.85mm
実験 2：加熱時  210℃ 24.05mm
実験 3：冷却時 -25.1℃ 23.83mm
表 4　実験器具のデータ

























































図 6「室温時の指針」，図 7は「加熱後の指針」，図 8は「冷却後の指針」である。通
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